

















































































愛知県⽴看護⼤学紀要 Vol. 12, 41−49, 2006















































































































































































































１ 演習で新しい知識が得られたと思う 0 0 2(5.0) 26(65.0) 12(30.0)
２ 演習での学びが実習で役⽴つと思う 0 0 1(2.5) 19(47.5) 20(50.0)
３ 演習内容に対して授業時間は適当であった 1(2.5) 11(27.5) 12(30.0) 11(27.5) 5(12.5)
４ 学⽣全員が実際に練習することができた 0 6(15.0) 9(22.5) 10(25.0) 15(37.5)
５ 演習物品は⼗分なものであった 0 1(2.5) 5(12.5) 18(45.0) 16(40.0)
課題の達成度
１ ⽚⿇痺の⾼齢者の⾝体感覚を理解できた 0 2(5.0) 6(15.0) 20(50.0) 12(30.0)
２ ⽚⿇痺の⾼齢者がベッドから⾞椅⼦に移乗する際のリスクを理解
できた
0 0 5(12.5) 19(47.5) 16(40.0)
３ ⽚⿇痺の⾼齢者がベッドから⾞椅⼦に移乗する際のリスクを回避
する援助ができた
0 4(10.0) 13(32.5) 19(47.5) 4(10.0)
４ ⽚⿇痺の⾼齢者が残存機能を⽣かしてベッドから⾞椅⼦に移乗す
る⼯夫ができた
0 0 12(30.0) 20(50.0) 8(20.0)
５ ⽚⿇痺の⾼齢者が⾞椅⼦からトイレに移動する際のリスクを理解
できた
0 0 3(7.5) 25(62.5) 12(30.0)
６ ⽚⿇痺の⾼齢者が⾞椅⼦からトイレに移動する際のリスクを回避
する援助ができた
0 0 15(37.5) 22(55.0) 3(7.5)
７ ⽚⿇痺の⾼齢者が残存機能を⽣かして⾞椅⼦からトイレに移動す
る⼯夫ができた
0 1(2.5) 13(32.5) 21(52.5) 5(12.5)
８ ⽚⿇痺の⾼齢者にあわせた排泄環境を考えることができた 0 4(10.0) 8(20.0) 21(52.5) 7(17.5)
９ ⾃⽴に向けた⽀援の視点で実施した援助を振り返ることができた 0 2(5.0) 8(20.0) 22(55.0) 8(20.0)
10 ⽚⿇痺の⾼齢者の⼼理を理解することができた 0 3(7.5) 8(20.0) 23(57.5) 6(15.0)
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かったため，今後，本調査で⺬された⽚⿇痺者体験の学
習効果について尺度を⽤いて改めて検討する必要がある．
なお，本調査は平成18年度学⻑特別教員研究費の助成
を受けて⾏った調査研究の⼀部である．
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